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　みなさんは、「居合道」をご存知ですか。どんな人

達がどういうことをやっているのか、なかなか知ら

れていません。「刀を使う技なんだろうなあ」という

ようなおぼろげな見方が大半と思います。

　居合道は、古来より抜刀術ともいわれ、武士が修

めるべき教養とされる武芸十八般の一つとして、柔

術や弓術、馬術等とともに、剣術とは別個のものと

して挙げられています。

　では、同じ刀を使う武芸である剣術との違いは何

でしょうか。それは、剣術が互いに抜き放った刀で

相対して戦う技術であるのに対し、平時にあって不

意の斬撃に応じて体を捌いて抜刀し相手を制する刀

法である、とされています。いわば護身術なのです。

　とはいえ、現代の日本で護身のために刀を腰に差

して、その辺の道を歩いていたら、たちまち警察に

通報され、逮捕されるでしょう。明治９年の廃刀令

から、すでに 140 年以上が過ぎています。では、居

合道の存在意義はなくなってしまったのでしょうか。

　決してそうではありません。心身を鍛え、礼儀作

法を修める道として、日本の伝統文化の粋として、

居合道の価値は、今なお、厳然と存在するのです。

　私が居合道と出会ったのは、平成 18 年 4 月です。

当時、私は、滋賀県高島県事務所田園振興課で土地

改良事業の経理事務に携わっていました。そこで、

基盤整備グループの長として恩師川嵜太久馬先生が

着任されたのです。先生は自己紹介の締めくくりに、

「ズバッと斬ってみたい人、一緒にやりましょう」と

仰せられたので、間髪入れず「弟子にして下さい！」

とお願いしました。

　そうして、私は、ほとんど予備知識なく、一心無

双流居合道剣心会に入門し、川嵜先生の教えの下、

高島道場で稽古を始めることになりました。

　一心無双流は、流祖毛利伊勢守高政から数えて

十一代目の毛利友彦元春先生の直伝を受けた範士八

段山田文典総師範が率いる古流居合道の門流です。

その特徴は、「水の流れるが如し」と称される自然な

形です。現在、京都府・滋賀県に７つの道場があり、

30名ほどが修行に励んでいます。

　入門当初、夢中になって抜刀、納刀の稽古に励み、

単純に操刀法上達の喜びを感じていました。しかし、

一方で、何よりも楽しかったのが、職業・年齢が異

なる一門の方々との交流（特に飲み会）でした。当流

他道場の方々が集まる昇級昇段審査会や大きな演武

会の終了後の宴会では、「さあ、俺の出番だ」とばか

りに張り切り、「実はこっちが目的なんです」と口に

する始末でした。

　しかし、時が経つ中で、少しずつ変わってきました。

一心無双流では、奥居合を別として 13 本の形があり、

その中で５本の形が初伝、つまり基本形とされています。

滋賀県健康医療福祉部生活衛生課
課長補佐

中 野  秀 人

修行の道に
終わりなし！

長濱八幡宮 
奉納演武での試斬演武

私の好きな

時 間
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私の好きな時間

　数少ない基本形ですが、繰り返し基本形を抜く中

で、如実に感じることがあります。それは、自分の

身体が、いかに自分の言うことを聞かないか、とい

うことなのです。体のいろんな部分がまったく思っ

たとおりに動きません。

　ところが形稽古を繰返す中で、稀に、はっとひとつ

気づくと、３つか４つの問題点が一気に解決すること

があるのです。無数に絡まった糸の塊から一本だけ

引っ張るだけで、すべてが解けるような感覚です。こ

の感動を一度でも味わうと、もう、居合道はやめら

れません。とはいえ、一度や二度、そういうことがあっ

ても、形の理想にはまだまだ遠く、修行に終わりは

ありません。ということは、突き詰めていくと、まだ

まだ、何度もその感動は、あるに違いないのです。

　修行を進める中で強く感じるのは、「形」には先人

の知恵の集積が精髄として結晶していることであり、

刀を操る身体の究極の合理性が「形」に結実してい

ると、感嘆せざるを得ません。

　徐々に居合道の魅力にのめり込んでいった私は、

この楽しさ、価値に導いて下さった諸先生への恩返

しはどうしたら良いのか、と思いが胸中を去来する

ようになります。思いつめた末に、この素晴らしい

一心無双流居合道を後世に正しく伝えることが恩返

しだ、という考えに至りました。

　そこで、無謀にも新道場開設を山田文典先生にお

願いしたところ、快くお許しをいただき、平成 26

年２月に一心無双流の７番目となる大津道場を開く

にこととなりました。

　現在では、大津道場には、滋賀県庁職員を中心に

7 名の剣士が在籍し、それぞれが真面目に稽古に取

り組んでおり、どんどん力をつけています。

　私も道場生に負けてはいられません。指導者とし

てますます稽古に励む必要があります。山田文典

先生からは、来年４月には、六段位の審査を

受けるように命じられており、その折には、

流派一門の誉れに相応しい演武をしなけれ

ばなりません。

　とはいえ、居合道修行に対

して「辛い、苦しいのを耐え忍ぶ、と

いうイメージ」を持っていただくのは

間違いです。仕事を終えて道場に向かうときは、「し

んどいなあ」と思うことが多々ありますが、稽古を終え

てみると、汗をかいてとても清々しい気分になります。

　入門以来、色々と環境や考えは変わってきました

が、ずっと変わらず思っていることがあります。そ

れは「こんなに楽しいこと、やらずにいられる理由

がない！」ということです。私は、これから先も流

派一門の仲間たちと、生涯、居合道を続けていくつ

もりです。

伊勢神宮奉納古武道演武大会にて（筆者向かって一番左）

範士八段 
山田文典総師範の切下げ



ダクタイル鉄管  No.10568

　この �݄に౦๺ࢧ෦௕にண೚しましたܡ�ౡ�߶�です。ΑΖしく͓ئいいたします。
はত࿨ࢲ �� 年にچઘࢢʢݱ　ઋ୆ࢢઘ۠ʣに౔໦職として࠾༻͞Ε、Ҏ߱水道Ұےでۈ຿しࠓ
年の �݄にୀ職しました。ࡏ職தは、഑水管のઃܭɾ؂ಜはもとΑΓ、ࠓではଟくの事業体͕ҕ
ୗ事業として௚઀ܞΘること͕গなくなͬたϝーターݕ਑、また、౔໦職としてはݧܦすること
͕গない水࣭ࠪݕ業຿やড়水場のӡస管ཧなͲもͤ͞ݧܦていた͖ͩ、େม೉しくも͋Γ、ָし
い࣌ؒをաͤ͝͞ていた͖ͩました。
　Ұํ、ͦのݧܦのதでは、ฏ੒ 2� 年 �݄にൃੜした౦日本େ਒ࡂを୅දとするେ਒ࡂや、࢛
国ɾத国஍ํにେ͖なඃ֐をもたΒしたฏ੒ �0 年 �݄߽Ӎ֐ࡂ、また、ؠखݝԊ؛෦౳にେ͖
なඃ֐をもたΒしたฏ੒ 2� 年୆෩ୈ10 。してまいΓましたݧܦのൃੜも֐ࡂなͲଟくの֐ࡂ߸
ͦのதでࣗΒの֗の෮چ、ଞのඃࡂ஍΁のࢧԉなͲ༷ʑなܗでܞΘることもで͖ました。
　こΕまで水道にܞΘるਓʑのதでは、ࣗવ֐ࡂ΁のରࡦとい͑͹஍਒ର͕ࡦେ͖な΢Σイτを
઎Ίて͖ました。し͔し、ۙ年では、஍਒֐ࡂのΈなΒͣ୆෩や߽ӍにΑる、ਁ水、Տ઒の൙ཞ、
౔่࠭Ε、౔ੴྲྀのൃੜなͲ、こΕまでكにし͔ൃੜしな͔ͬたେ͖な͕֐ࡂຖ年のΑ͏にൃੜ
しています。こΕΒのこと͔Β、水道業քに͓͖ましても͋ΒΏる֐ࡂを૝定して、ͦのରࡦを
ཱてていくこと͕ٻΊΒΕる࣌୅になͬて͖たと͑ߟています。
　զ͕国の水道施ઃはߴ、 度੒௕ظのʮݐઃの࣌୅ʯをܦてʮҡ࣋管ཧの࣌୅ʯ、ͦ してࡏݱはʮߋ
新の࣌୅ʯ΁とมԽしています。し͔しな͕Β、水道をऔΓרくڥ؀は、ਓݮޱগに൐͏ྉۚऩ
ೖのݮগやٕज़者のݮগといͬたݫしいঢ়گになͬて͓Γ、ͦのதで水道事業者には֐ࡂରԠྗ
のڧԽはもとΑΓ、ߴいϨϕルの水࣭と҆定తなڅ水のܧଓ͕ٻΊΒΕています。
　こΕΒの໰୊をղܾするたΊには、ࡢ年の水道๏վਖ਼のϙイϯτのҰͭのʮ࿈ܞʯ͕こΕ͔Β
はඇৗにॏཁになると͑ߟています。ಛにதখن໛の事業体ではͦの޲܏はݦஶになるとࢥΘΕ
ます。ͦのΑ͏なதで、協会とい͏ཱ場で事業体や関܎者とのʮ࿈ܞʯにରし、こΕまでのݧܦ
を͔׆しඍྗでは͋Γます͕、͓ख఻い͕で͖Ε͹と͑ߟて͓Γます。

৽支部௕ब೚の͝ѫࡰɹ̡ 東北支部ʳ

౦๺支部長　ܡౡ　߶

౦๺支部長就任のご挨拶
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৽支部௕ब೚の͝ѫࡰɹ̡ த国࢛国支部ʳ

中国四国支部長　野津山　宏

　本年 �݄に౰協会த国࢛国ࢧ෦௕にब೚しました໺௡ࢁです。Ͳ͏ͧΑΖしく͓ئいします。
を本年ہ水道ࢢౡ޿、はࢲ �݄຤にୀ職しました͕、ೖہ౰ ʢ࣌�� 年લʣ͔ΒをৼΓฦͬてΈま
すと、水道事業は֦ுの࣌୅͔Βҡ࣋管ཧの࣌୅をܦて、ࡏݱでは、ܦӦج൫のڧԽにΑる࣋ଓ
の࣌୅΁とେ͖く༷มΘΓしています。ࢲはこ͏した࣌୅のมԽの୞தで、水道Ұےで࢓事にܞΘ
Βͤていた͖ͩました͕、事຿職としてࡏ職தは、ओにاըɾܦӦɾࡒ຿ാをาΈ、な͔でもྉۚ
վ定をز度͔ͤ͞ݧܦてもΒい、஍Ҭಠ઎తなެڞྉۚにରするࢢຽの໨はେมγϏΞで͋るこ
とを௧ײするとともに、վ定にΑるوॏなݯࡒはࢢຽのෛ୲૿の্に੒Γཱͭものなので、ΑΓޮ
Ռతに׆༻してい͔な͚Ε͹なΒないとい͏ࢥいをڧく๊いたものでした。
　また、最ޙの年には、ฏ੒ �0 年 �݄߽Ӎ֐ࡂのൃੜにΑΓ、੢日本をத৺にେ͖なඃ֐にݟ
෣ΘΕ、޿ౡࢢではࣗΒの֐ࡂରԠとともに、ଞのඃࡂ஍΁の֐ࡂԠԉやͦのௐ੔に௥ΘΕました。
ここでは、ඃ֦͕֐େした場߹には、Ұ事業体のΈでの֐ࡂରԠには限ք͕͋るたΊ、日͔ࠒΒ
ଞ事業体と࿈ܞをਤͬて͓くことのॏཁੑを࠶ೝ識したとこΖです。
　ۙ年、水道事業は、અ水にਓݮޱগも૬まͬて水धཁのݮগ͕進Μでいくな͔、࿝ٺ施ઃのߋ新、
。ঝなͲ、େ͖な՝୊に௚໘していますܧの֬อやٕज़のࡐのਪ進、こΕΒのཁとなるਓࡦର֐ࡂ
こ͏したな͔、ࡢ年、水道๏͕վਖ਼͞Ε、׭ຽ࿈ܞや޿Ҭ࿈ܞにΑΓܦӦج൫のڧԽをਤΓ、こ
͏した事ଶをଧ։し、事業の࣋ଓͦのもの͕ٻΊΒΕるΑ͏になΓました。
　こΕ͔Βの水道事業は、׭ຽ࿈ܞɾ޿Ҭʢ׭׭ʣ࿈ܞ、͞Βには֐ࡂରԠの࿈ܞとして、ʮ࿈ܞʯ
͕Ωーϫーυになͬてい͖ますので、こΕまでの体੍にཹまることなく、͞ま͟まに最దな࿈ܞを
໛ࡧしଓ͚てくこと͕େ੾です。また、ͦのたΊには、こΕまでҎ্に、׭࢈学、水道քを͛ڍて
͞ま͟まに஌ܙをग़し߹いऔΓ૊Μでいくこと͕ඞཁです。
、しな͕Β、ຽのཱ場͔Β、౰協会のҰ員として͔׆をݧܦʣでの׭਎、こΕまでの事業体ʢࣗࢲ　
また、水道քのҰ員として、ඍྗな͕Β水道事業の࣋ଓのҰॿにऔΓ૊ΜでまいΓたいとࢥいます。

中国四国支部長就任のご挨拶
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৽支部௕ब೚の͝ѫࡰɹ̡ த国࢛国支部ʳ

中国四国支部長　野津山　宏

　本年 �݄に౰協会த国࢛国ࢧ෦௕にब೚しました໺௡ࢁです。Ͳ͏ͧΑΖしく͓ئいします。
を本年ہ水道ࢢౡ޿、はࢲ �݄຤にୀ職しました͕、ೖہ౰ ʢ࣌�� 年લʣ͔ΒをৼΓฦͬてΈま
すと、水道事業は֦ுの࣌୅͔Βҡ࣋管ཧの࣌୅をܦて、ࡏݱでは、ܦӦج൫のڧԽにΑる࣋ଓ
の࣌୅΁とେ͖く༷มΘΓしています。ࢲはこ͏した࣌୅のมԽの୞தで、水道Ұےで࢓事にܞΘ
Βͤていた͖ͩました͕、事຿職としてࡏ職தは、ओにاըɾܦӦɾࡒ຿ാをาΈ、な͔でもྉۚ
վ定をز度͔ͤ͞ݧܦてもΒい、஍Ҭಠ઎తなެڞྉۚにରするࢢຽの໨はେมγϏΞで͋るこ
とを௧ײするとともに、վ定にΑるوॏなݯࡒはࢢຽのෛ୲૿の্に੒Γཱͭものなので、ΑΓޮ
Ռతに׆༻してい͔な͚Ε͹なΒないとい͏ࢥいをڧく๊いたものでした。
　また、最ޙの年には、ฏ੒ �0 年 �݄߽Ӎ֐ࡂのൃੜにΑΓ、੢日本をத৺にେ͖なඃ֐にݟ
෣ΘΕ、޿ౡࢢではࣗΒの֐ࡂରԠとともに、ଞのඃࡂ஍΁の֐ࡂԠԉやͦのௐ੔に௥ΘΕました。
ここでは、ඃ֦͕֐େした場߹には、Ұ事業体のΈでの֐ࡂରԠには限ք͕͋るたΊ、日͔ࠒΒ
ଞ事業体と࿈ܞをਤͬて͓くことのॏཁੑを࠶ೝ識したとこΖです。
　ۙ年、水道事業は、અ水にਓݮޱগも૬まͬて水धཁのݮগ͕進Μでいくな͔、࿝ٺ施ઃのߋ新、
。ঝなͲ、େ͖な՝୊に௚໘していますܧの֬อやٕज़のࡐのਪ進、こΕΒのཁとなるਓࡦର֐ࡂ
こ͏したな͔、ࡢ年、水道๏͕վਖ਼͞Ε、׭ຽ࿈ܞや޿Ҭ࿈ܞにΑΓܦӦج൫のڧԽをਤΓ、こ
͏した事ଶをଧ։し、事業の࣋ଓͦのもの͕ٻΊΒΕるΑ͏になΓました。
　こΕ͔Βの水道事業は、׭ຽ࿈ܞɾ޿Ҭʢ׭׭ʣ࿈ܞ、͞Βには֐ࡂରԠの࿈ܞとして、ʮ࿈ܞʯ
͕Ωーϫーυになͬてい͖ますので、こΕまでの体੍にཹまることなく、͞ま͟まに最దな࿈ܞを
໛ࡧしଓ͚てくこと͕େ੾です。また、ͦのたΊには、こΕまでҎ্に、׭࢈学、水道քを͛ڍて
͞ま͟まに஌ܙをग़し߹いऔΓ૊Μでいくこと͕ඞཁです。
、しな͕Β、ຽのཱ場͔Β、౰協会のҰ員として͔׆をݧܦʣでの׭਎、こΕまでの事業体ʢࣗࢲ　
また、水道քのҰ員として、ඍྗな͕Β水道事業の࣋ଓのҰॿにऔΓ૊ΜでまいΓたいとࢥいます。

中国四国支部長就任のご挨拶
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　�݄�日ʙ 9日の̐日ؒ、ύγϑΟίԣ඿にてʮԼ水道ల `19 ԣ඿ʯ͕։͞࠵Ε、日本ダクタイル
鉄管協会もʮԼ水道のະདྷɾ฻Βしのະདྷを͑ࢧるダクタイル鉄管ʯと୊してग़లしました。ϒーεલ
໘にେܕϞχターを഑ஔして଱਒ܧखダクタイル鉄管にΑるѹૹ管路の͝ఏҊをओ体としたө૾を্
өするとともに、(9 ಺、ܕखダクタイル鉄管खಈ໛ܧछ管の実෺Χοταϯϓル、଱਒̚ܗ̨̣、ܗ
໘ΤϙΩγथࢷค体ృ૷の実෺αϯϓル͓Αͼ֤छύωル౳をలࣔいたしました。実෺を実ࡍにݟて、
৮ΕてもΒͬて、ଟくの͓٬༷にダクタイル鉄管のྑ͞を体ײしていたͩくこと͕で͖ました。

ʮԼਫ道ల `19 ԣ඿ʯʹग़ల
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　日本ダクタイル鉄管協会では、2019 年度も管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例に関するセミナーを学識者や事業体職員を講師に招いて、全国１２会場で実施
しました。

支部 会場 講師 テーマ

関東

11月12日（火）前橋市
群馬県青少年会館
前橋市荒牧町 2 番 12

管路更新を促進する
工事イノベーション研究会委員 管路更新を促進する為の取り組みについて

京都大学大学院工学研究科
都市社会工学専攻　教授　清野 純史氏 地震とライフライン被害

11月28日（木）千葉市
千葉市生涯学習センター
千葉市中央区弁天 3-7-7

札幌市水道局給水部
給水部長（水道技術管理者）　阪 庄司氏

北海道胆振東部地震を主とする
複合災害と対応

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山 修久氏 令和時代における水道事業のレジリエント

関西・
中国四国
共催

11月26日（火）高松市
サンポートホール高松
（第2小ホール）
高松市サンポート 2-1

京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻　教授　伊藤 禎彦氏

人口減少下における水道システムを考える
〜浄水処理施設から水道料金問題まで〜

八戸圏域水道企業団
工務課課長　内宮 靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

11月以降の開催予定

2019 年度ダクタイル鉄管協会セミナー  全国１２会場で開催

北海道支部

関東支部

関西支部

東北支部

九州支部
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　日本ダクタイル鉄管協会では、2019 年度も管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例に関するセミナーを学識者や事業体職員を講師に招いて、全国１２会場で実施
しました。

支部 会場 講師 テーマ

関東

11月12日（火）前橋市
群馬県青少年会館
前橋市荒牧町 2 番 12

管路更新を促進する
工事イノベーション研究会委員 管路更新を促進する為の取り組みについて

京都大学大学院工学研究科
都市社会工学専攻　教授　清野 純史氏 地震とライフライン被害

11月28日（木）千葉市
千葉市生涯学習センター
千葉市中央区弁天 3-7-7

札幌市水道局給水部
給水部長（水道技術管理者）　阪 庄司氏

北海道胆振東部地震を主とする
複合災害と対応

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山 修久氏 令和時代における水道事業のレジリエント

関西・
中国四国
共催

11月26日（火）高松市
サンポートホール高松
（第2小ホール）
高松市サンポート 2-1

京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻　教授　伊藤 禎彦氏

人口減少下における水道システムを考える
〜浄水処理施設から水道料金問題まで〜

八戸圏域水道企業団
工務課課長　内宮 靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

11月以降の開催予定

2019 年度ダクタイル鉄管協会セミナー  全国１２会場で開催

北海道支部

関東支部

関西支部

東北支部

九州支部
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●巻頭言は、８月１日付けで厚生労働
省医薬・生活衛生局水道課長に就任
された熊谷さんに執筆いただきまし
た。街歩きを趣味とされており、そ
の楽しみ方、そして水道との関わりに
ついて書かれています。また、７月９
日付で国土交通省水管理・国土保全
局下水道部長に就任された植松さん
には、特別寄稿として「下水道事業
の持続性向上への取り組み」として
執筆いただきました。

●座談会は、管路更新を促進する工事
イノベーション研究会について、座長
の滝沢教授とモデル事業体の職員の
皆様に、実際の現場でどういった問
題が発生しているのかを、ざっくばら
んに語り合っていただきました。新し
い取り組みを実施されていますので、

数々の場面で御苦労されています。
滝沢教授から「今後、水道事業体の
職員は水道事業で何をするのかを、
市長部局に理解していただかないと
いけません。水道事業体の職員は本
来、将来計画に対する責任を」とい
う言葉が印象的でした。この研究会
の取り組みが広がっていくことを期待
します。

●事業体の広報の取り組みについて執
筆いただいている事業体だより、今
号も 10 の事業体から原稿をいただき
ました。スタートした 92 号では４事
業体だったのですが、今では多くの
事業体から原稿をいただけるコーナー
となりました。他都市の取り組みを、
参考にしていただければ幸いです。
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東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
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大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
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仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
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